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１．研究計画の概要
“分子磁性体の磁気励起・緩和”及び“低次
元金属錯体の光学応答”の研究を踏まえて、
そのそれぞれで培った着想と磨いた方法論
を融合し、新たな分野横断的萌芽研究
『ナノスケールの遍歴電子磁性』を立ち上げ
る。分子磁性の舞台キャストに“電荷自由度”
を迎え入れるために、錯体化学研究と連携し
た分子設計はもとより、光やドーピングなど
さまざまな物理的・化学的演出を試みる。化
学と物理，実験と理論が連携して、遷移金属
化合物あるいは共役高分子に、光が演出する
新奇電子物性を探究してゆく。

２．研究の進捗状況

ナノチューブ状ハロゲン架橋白金錯体の物

性研究において、格段の進展があった。

●４角柱白金錯[Pt(C2H8N2)(C10H8N2)I]4(NO3)8

京大理･北川教授(錯体化学)、阪大基礎工･

若林准教授等(Ｘ線構造解析)、東大工・岡

本教授(光学観測)等と共同研究を展開し、

表記物質の基底状態電子相を解明した。光

学伝導度スペクトルの理論・実験比較、Ｘ

線散漫散乱スペクトル解析を通して、基底

状態には２種の混合原子価相が混在するこ

とを突き止めた。

●３角柱白金錯体

次いで３角柱型類似物質の混合原子価相に

ついても、群論を駆使して系統的に解明し

た。合成・実験に先行する形での理論研究

であるが、不均質電荷密度波状態、部分金

属電荷密度波状態等、フラストレーション

幾何学構造に起因するユニークな電子相を

発見した。錯体化学グループでは、当該物

質合成を目指した研究が進められている。

さらにCu2[Mo(CN)8]の光誘起磁性について、

新規の理論研究を開始した。この物質は東大

理・大越教授・錯体化学研究室の手になるも

のであり、波長の違う可視光を照射すること

により、オン・オフ可逆の光誘起磁性体であ

ることが知られている。しかし、その磁化増

幅・減衰機構について一切の物理的・微視的

解釈は得られておらず、トライ・アンド・エ

ラーの物質合成研究が先行するのみである。

筆者は、まず群論を用いて可能な基底状態磁

気秩序を精査し、精巧な相図を描いて物質パ

ラメタを特定し、さらに時間依存ハートリィ

・フォック法を用いて光照射後の磁化ダイナ

ミクスを計算した。光誘起磁化発現機構につ

いては定量的知見が得られつつあり、今後、

磁化減退機構についても解明すべく、計算を

積み重ね、理論を洗練してゆく。

３．現在までの達成度
①当初の計画以上に進展している。

当初計画は順調に進行しており 8 割方達成さ
れている。加えて、『銅モリブデン化合物に
おける電子遍歴光誘起磁性』という新物質・
新トピックが浮上しており、予想を超える
100％超の成果が確実になりつつある。

４．今後の研究の推進方策
上述の銅モリブデン化合物は、東大理・錯体
化学・大越教授研究室の手になるものである。
今後大越研究室と密な連絡を取り、“電子遍
歴光誘起磁性”の微視的機構解明に努める。
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